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G'l ~~ j~t 出U ,1) 泊三三十人出

持論

ヒノキの天然iJ.:. U)分 (1; を TIJiJ 、~-c J，t!.むと. )(1市 It~l，\ 37。山和~tc ，L:J.て ;IUUいせられ、それ上り北に

はE見はれて人I}ない也又人工l1/j殺のlliH:の成*.WC)j[tてお135ずる IC ‘清子線大船山ib上H~近き附近l己

は多少成UtのIよるべきものもあるが. læ! して似品. 'ú~成及O~fJ乎各腕ではJむの純林i土子f、1占Utで

あって. iよい;ICI土仰I]'JJiljilllT病 Icimて肘るものが多いのである . J1~:ζ純紋後!!&"J'-Jう互γl引1)&!.fザ '1111

l土冬!日))1i恨の 10めに村仰するものがjll;だ多いのむあるー~~の;自確なる!JF悶が{IすれにあるやはiAl

米だ紡みには jilj j'_tして Xfiないが、 )1庁かる liJ(Ç与の一大D;( 1!iIとして、冬!日j ヒノキの椴給水由 ;íll1~;出

先\ Iこ1I.~þ;}f -J るととがif! 't\;I; ifi:ijJfなる芸ilnl'l"Jv) ものとして品iたはって};~}るととはy;t 主総れざるとと

ろである. j(Ij VC Jllの;存在防ぐにはやリか1佐2i日‘心強きW1Efi を rì倒的してJ七のnU正をf年ちm!l:!.f. 1走 i己

Jj0てJl:山下水としてヒノ;\" tc村(へむととは兎 l己/1/有効な方法であらふとまミふととは考へf守ると

とである。

j由々耐i品!1W: 1n I.!S 1lI1 3i.ll'付 t大'(ヨi.~J守二耐j):~l主1] 11.吋千f林i刊に於て.明治 37 "IW)ilaî;~'/) ヒノキi*古、

fII(H 後一二"F'/J l iIJ I己裟~l;:v_)nめm市多数のlUi1木を生じたもの i己主j Ll!ß!念乎伐として IIJJi!ì 39 

(，Jζlζ カラマツを 1111他し亡-ü1いたものが. 1明手11 5 (，/二のほ11己主りカラマツを l二木とするカラマツ、

ヒノキの二段林を形成し、 J~の成林JIJ(~佐伯iめて炎楽であって、此の1Wêrからtlfl してカラマツ1r:

保泌樹とするカラマツ.ヒノキ心二段林が、やがてヒノキのヰ邸rrilc近き地方のヒノキJ1i**訟と

して極めて;出合せるものなるを総むるととを符るのである.数 IcljさてJ!Jiかる i*分が如何に成長

し来れるものなるか、又は今後如何lζJjj(扱って行くべきものであるか等のととを試験するを1'1

的とい J体内 ICÑj~n念地主設け.昭和 5 "1'第一向山 IIlIf止を施行 lllI n:ITß和 15 "1ミ i己主りおí'!ニ悶の

IIIJ伐を施行したのである.JCの1m約 10 "1 の終irl!l l 己 i沈て flíWrEjîffÿ'[:在行aったのであるが. ~兆Eの成

t紡I占iIは土官i伐官主村J也が{佼it{(臼2するが1如n~き?上比til絞B淀剣E以白的甘北方に於けるヒノキi込i品l

のと言訟Eめらるる1貼t可h初古が1多いのτで1ある. 1:立って之を否定韮ーするとと L したのである。

本試験の'凶行lζ'11;:; り試験開始時1I;y. 1ζ於けるfjl\ lllf公fWR長崎林寝技師!f;!米秀夫、又現住'RIと;持

**~j土附1t:有事三、目IjífUf佼林'{i在初J伐材、羽投手íJiiDlîj;\i;;Iヰ. 1司鈴木奈号士の尚氏のj22耳}J Iζ侠つ所巡

大なるを忠ふのである、 11与Z己して向上のii/fLí; I c:l'l1 LJ~I!l-Q をi袋持J-t~(U}である。

叉木研究Jr~協めlζI~L計却製附~~~Iζ闘し林業試験場投手小泌総夫氏の紗なからざる日)J力を仰

いで五日る.認して ;F!-VJ弘、カ IC感謝のí1:を炎したいと思ふ。

I 試験地の位寵.面積及び試験経過の大型:

試験地の{立[皮肉Ii/，川県. iflU5 lt1í. ヨZ野村‘}，'j: ，lôillFj:~凶ほJl I凶行林中村，jç業限 56 ろ l有

ii1i 11i 0.18 rヘクターノιJ
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QII ち Lとを附FJí地方のとノキ材、iこ1もして見むと地{むI ' 叉 l士二等地と三三~，~.;J由の!J!J ilJf立た出めて似

るが.1主抗日時十lð!腕。ヒノーt.H、 lこ ltべて Jよれ l:f大限切j凶ωi+

2, 林分の総量豊

( 1 ) 直後F昔日目樹高階5JIJ*~草分配と間伐が本数!こiIlJます彩怒。

町Till 5 "It S )j QjJ ち第一IITJIi\l伐 ":;;1時 lこ於ける己主仰向り~IHk!ír:îP"ÿ ))l/本政分rnc去を示すとそれは第

三災兆一のt;j，である、之をカラマツ及びヒノキ lこ分解して見ると共ニ及び兆三V)紋になるので

ある(本文の米fillこ附す)。

此のU:.:三三炎 i己主F、すが出l 吉林分lζ刻して附手11 5 "1三日 }j IC第一向H1/伐をl品行したのであるが、共

r: 1/(.~木山üïi(IHW?}JU砧Jr:'lj!:!.~}j!j本政分間尖を示すと、それはおi}illlildlーの自である、 mî して Jlt山内

谷 tcカラマツ及びヒノキ lこ分解して示すと向災共ご、~~三のtJIこなるのである。

而して第三去に示すが如き玖l'/'fH、 l己主I して第/Jq;"~1ζ示すが虫n き liíJ f止を施行した後1ζ於ける主主

存木の!l人態l土如何と云へIf. それは第五災共ーの総である.同時に之がI^JW をカラマツ、とノ

'1' Ic分jザして見ると!司王、共二、 ~l:三のnになるのである。

今jと~~山 IIM1訴をI!'Il担及び本盟主!c [bÍi]係一止しめて!吋示すると、それは第一l制収Jl:- ， ~~ニ及び兆

三三(/~*主になる山である.自/J ち i比心脳iに於て見るが虫11 く大般に於てカラマツをJ二木とするニi立体

が/i'，~丸 L てQtるのである、附してJ[七山|品 f主主拍J山及び本JJlll こ InJ係せしめて郎l示すると、それは
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70 林封白色\ ，;者報告 第三ト八盟Jl

!1}二郎l版共一、共ご及び兆三三の様であって、ご段JよりmJmが 年fJifJか lこ引il 吉/i'，され c M;-るので

ある。

JJl !C弓吉本j泣 lζ封ずる lillf.~本放山関係を l:i:，1示すると、;il:のtüf間関係のものは第三郎WOC)~ーの拐、

である‘之:ti: l1I !Cカラマツ、ヒノキ rc分wiすると Fij悩WIZ兆二及び共ミ三の桜になるのである.今

必ゴi泊脳IicH(って見る i亡、従総山林分l土カラマツ、ヒノヤの二'.J&:休 1 1:分れて JJrるが、共の也係
f 

lζ関係せしめたるJ1Uf主前、H1J伐後の，lli&JíH;î司はm;Wl…消防防山林分と悶絞であるとと民主，(1)1くの

である、店/1ち共のiIlJ k~iH品fll土)， fi告に於て常!C 各只一つの:11~tr:':jWì を位向附の抑制1火lc :ill;く JJlII'，して

おむ.又1\1)(;1(;木の IllJ MRI士大仰に於てHlJ伐前の/tl/紋におして並行してÆ:り JI二千fのIl IJ陥はÍlÏ{~i大

なゐ1豆大となって居るのである。

然る/1: nn(主の前後lζ於けるj伏態をfkJ，白i及び本盟主iこ関係せしめて船l示すると、それは!:Î}4/四日反

共ーのま W: なれ之をカラマツ、ヒノキ/1:分解してjよると、それはよ各同協)反共二及びJ.l:三の総

になるのである、え等の悩1/こ j1æて見ると、íl'!:i&S/こ関係せしめたる場合と大い/1:共のjl!ßを;誌に L

üi)(;I(;木の lilJk~j! は!日HJ(tJドノ!日l総/1:鋭し並行 L閣もご~の距離は樹iújの大小/1:')1，らや常/1:等flf!î1jí~ を

保て腐る、市も/l1J(:\:前の dIJWftが示すこツの扱;-llij矧と問t: x 1J!i1/_!二の矧/1:於て又ニツの松向日訴を示

してお勾るのである、自11ち在日果の場合と兵なり、此場合!1:於ては/JlI fJ(前の /tl/ !iJid己主J Ui\J(.主木の illi

tJA も'!IJ/1:二I立林民主J してill1;Jミせるととを示して居るのである、 111:の 1jî-伎は lj'LI己カラマツ、ヒノ

キの災前*1;1ζIll~ ら-:1'.凶t/己仏l1Jまとなりj'[之 i己主I して各h刊iJ(:\:を泌行するを j也訟とするが如き材、

分あ担とし、今11はれたる或る1II1(，\;がよ1\ して泌ìEなりしものなりや1íゃを総定する方法に}つ

の指針を!liJ.ふるののやう !c}Æ、はれるのである。

31，にぎに昭和 15 :.，ミ 7 JJ Icjjl!i1'Ïせる 1111(;1(及びw1h'E!C就いて検討し亡凡るとととする。

1iIJ(，~前/1:於けるlIT{~~f:~(lltJ ~総íiJji!l'í llrÞI斗L分間E去を示すと.それはU~6 衣共ーの総である、[iIí

して之をカラマツ、ヒノキlζ分Wiすると炎々向表~l:二一兆三の総になるのである。又1l1J(え木の

也何時りijrJ品i! ，:::jlmrj本:1&5}mCを示すと、それは第七夜、共ーの101，'(あれ之をカラマツ、ヒノキ

i己分Wiすると炎々)1;二兆五の必/<:なるのである. l1! /<:f品(f.;.j(lcÂはてもf7iJ{;i，のÍ:V，Yrーを施して>î る

とめ八尖j~ーは会**j七こは久ーの '1'のカラマツ、 ~t・三iは共の '1'のヒノキ/1:就て各lJIJ" /己示したも

のである。

おl以上の，j~術を関上に去はして5よるとíl'!:仮本放/<:~(Jして拍けばそれは第六五日は第五凶版J[ー

に上って、第七五， 1土問[@lJほ.jJ;ニ/1:上って、 tí}八去はf7iJIOllII況久三三/1:上ってま三はされて}[ìJるのであ

る.又閉じ，jî-術主総itlj[[{里民自信係せしめて差是はせばそれは炎々第六I剖J1Jz共一、共ニ及び:共ヨの

よm くなるのである、 J絞d占ω〈汁ICζ』於さてかノt之屯5

←1下Iド“d山lf判;j、なととがヨ云云ミ号~l仏ムバf仰3 ると，t目，'，、ふのである。

i /昭和 5 11'慌時/1:於ては.八ーのrü1~1~1Hリ本 '~~mlii山 /11/紘がイ"HL も つのJ叫ん fl{(1c 戒は~ーつ

のtが人:(rúーしかi認め測 をおな庁;を iÏ~ してm'01c:J[rj らや{第一←仰11:圧) IIIJf.~後 10 1，/ミ在約~iilll 世一石If{{.f:n
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15 力 lこ於て l士、 Mil も印jか l己二つの紙大f!!~{ ~示すIIIIÆ班(第 5 似!版) 1こそ'~Hむして』せるとと古心住

めらるるのである.此の')i:は去ひ方 td免へれば、干の絞なととにもなるのである、自1I ち税 :11、 l士

11))か IC二 ßt村、形の外目立を去して1耳石村、分 E も、 J~の林山~fの比校['r'û_'i き II!H\~I亡於ける也似IWi})IHζ

数分耳目1111総山形l土日仕←}生i林mのそれにili:き影を '1ミ L て J!!} る古、林1'(，:心iえやる Icfドなひ lり JII.立なるこ

J立j'H刊の 1! /j 4'~J! tL 示して31~ るものである。

ii 町i干11 5 ;1'常時iこ於て、八ーの品IJr:':j持 J(ljlj本~~'分仰の !1 !J iî~以、!tt (ζ二つのÆ;JUd:lttc有する G1:;ニ

肘mJZ) 1111微を示して J，-~iた木林分は共の後(，F.tLむよるにl'i'ひ続々 l~i 符 i己批の刊.1;:z tL示「総になって

31なたのである(如何附版)。

郎ち i と ii とを~ねて玉三へ 1;)'. ニl立林がこ f&*j;!j.)'Hの形の本11&分間iCl lIl総主主日すのは先づ枯l，:"j

JwnJljの木!般の 1111紘の 1::1C1j~\て次l士れ次いでili l~~IWilj Ij本般の II !J R;)j~の IclC も去はれ31~ 百もののrl，で

ある。

次官民1:1]伐に 11M LJ ~のlì台後書，)Í{，I;':jJ 'i: 11'って見ると、 Jl:の illf~， Icl制係せしめたるものl士、第七

|剖J:JZ共一、兆二及て ;'J l=':'VJj主であり、 iìll ， :':j 1 こ日IJ係せしめたるものは、第八|羽J:üJ J;-. J~ニ及て):

j七三の伐である、Till してやむ tJ!j上むして tfzfH して Yè ると T"コ以なとと古1王ミヘると }Jts，のである。

i 11111.1(木の出向附))Ij本放の'lNi < I l1J t却が会林分 1)也f~HWi}}IJ本JI&心的( ， lh*JiUこJ!J してなする{立

'[U(I"J 何!日，] 1士、町ff;n5 !.p:のときも、昭和 15 !.ドのときも、|弓ーのものである、自ドち常 (c:?í:::材、の 1111

i%~IL1'J L て IIIJI主木の IJ !I ~;);H土左側 i亡寄る Mì向かある、 412託すれば剖11 きものが比1史的 IC 3J，<伐られ

ると王ミ ι とと巾でCある。

ii ?然~{i渋~，る lに己liI川11川11(伐主木の1枯倒'~'1l匂句1五lÎ押附Ji引刊fけ川i日別j日川I日j木史般t心J引吋iH/iパ< 11山11出IIÆ.紋J品A肋古が:主公r村

f川的ド内Jμ{リ山l肉 lは土.町f:{:fl! 5 !.F心?I時と昨{和 15 ;ドの jl;Ijll年とは大い lζ S'1なるものがある、自1Iち frH手115 !.WI1;1; 

lI !ilこ於けるものl士此のこつの1111紋が.大仰に平行jf e を Jlliいて Kii 0 (鉱閉附版)之l土昭和1]1: 11ド j古

川、 IC 於ける 11111.えには低きものを仰に比例1'1\)1己多く 1.1(るコ)::と云.\，傾向がぬんど無かったと玉三ふと

と Eある、然るに昭和 15 ;1'の '11;lj'l昨!土全 cとと!出向 tN!11こし、 1111 (.1(木の 1111紋l士会林水の，liJ ~;)j~( こ

J'I して左IIiHc(陥してJJ，l.はれて，1;!r る G1:;八悩1li1Z)印l ちDïf~Wl!f }j!J本~止1111.且の11J合 Ic)Jllほして、出目き

ものの!m (此の虫J 合でl士f正きもの不良llq佼1'1'， 1こ多く1Illl.l(せられて JJi ;る傾向を J\!_せて版るのであ

q 。

今 i と ii とをll1ねて去へ lふ j*分の年始比t史的活き 1時代IC は崩11きもの松比絞I'I'lIC 多くJlB伐せ

らるる傾向を見せて応るが、 Jl;の林紛の必やる IZ:従ひ、前11 < ILi止きものJZ比絞的 l亡多く 1:\If~せ

らるる傾向を見せるt1，になるものの桜である。

向1 1I1I!(ilfjl亡於ける本!l&分配の IliJ 4'Jí!t 昭和15"1'治H年のものと、JlfUrr 15 !.I~lこ於けるものとをよ七

校しては芯と、 J~の Ît.u型 Icl摘するものは U'})t悩i版JI;ーの如きものである、之をカ予マツとヒノ

キ l己分 j昨して見るとそれは!司[，'"ìJH日兆二、Jl:三三の判、になるのである. ji'i] L-CJI七の 10 "1 '1 1111己於け

る公jj
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74 林業以 泊三 1 八

も問 15 "1ミも常iこ一向林ß~のJlII*Ji止を怖いて成るが.カラマツは昭和 5 !.F.'I~;:;'n年は j1'fi*lí~ tr:示し

て h!rたものが、昭和1 15 "1'1<:去ってこ段**lí'J.を示して居るのである.市して之といHJのl吟味を

1ill!:~:jIWiH!j iC も行ってytLると.それはU}-I-"u，~waJ{:-" Jt:二及び共三五の1'1:になるのである、 JI:;\~';iC

就いて見ると.会林としてはニ段林到のIIlik1j止を怖いてはrill るが、之をカラマツとヒノキと l己分

IW して見ると、各別々 1;:一世f林裂を示して法るとと i己主{付くのである。

主主 1;:於て、 il~I<:-'つの新しい~Jf，従が後見せられたのである、自11 ち芭{眠時!i IJIj本政Illil 止の，'，、町i

;lt, 
{材、十日間fr:ttよち;lj止、!日i伐別‘金林)
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ゴ j

(:1'1:1'[日1HZ比校、!lIH~1出、カラ?ツ)
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1'11 5 <[Cのものは大仰に於て-}"州、型の IJlI ff:JÍ! を示して府るの l亡、町i羽 J 15 <F[C去っては.それが

こl主林~~v) それに色J\fちしてm る(第JL!:'-，lJlほ共ー)ととのIJ:!J羽としては二つの)Jはiω';tWたはって

X~~ るの Eある、自1I ち

1 カラマツとヒノキとは各別々に級犬山小山fをb'，}!亡せる本数分間山 Illi k:J;~~è~!l，い c )，!}るとと。

ii カラマツ l士共のよと絞(e1 ;J':i き1I，ÿ.f Uc於て l士、 -)"H;j;l\~の 11111.品在示すも. !.Fドfi}jfむきに 1ft:ひと

[止j*~刊の Il l! t~;!1 こ flt診するものなるとと(第九!制限兆二)。

<<{~ :-::J Iこヒノキ lこ於てはJtIiかる '11JV!!\ (林陥i乏やるに及びても '':;~ICJt心引く本J&分 mClliJ似l土­

}1'i: H，15~のものなるとと。

自1I ち l[t/jj 1 こ っ J)I~j刊心}'\'::のあるととを7主児L1早たのである。

(2) 各種統計慰的の検討

k n互健樹高の関係

~'} 3 炎‘ U'}4~之、!J'} 5 災、f;{;; 6 '.};ょ. !ﾆ'} 7 炎及て:白i:; 8 災の各炎上り拍lHi別(\-<P. Iζ於け 6 JI三j均íÜ

H~. JI'.lf:JtMi:':j を J;rl!ll-r ると弘法'.Vj !1;; 9 災及。:!Æ'} 10 去のj故'i: を作る山である。

今!Æ'} 9 去を泊itすると下心!~i引のととがまミへるのであろ。

I::/(~木の平均也筏l土 'l;~ I こJllJ f右前の平均i!Ïfg~ J りも 3U若{f.木の平均ru似 J りも小である。

QII ちJi\/(むこは自[11 き木が伐られて問石とま〈ふ一般傾向を総むるととができる。

ii 鎚hl~1ね肢は町i和 5 !.f.IC於て l土、カラマツを除きて I士会林Ic1'，J しでも.又ヒノキ lこ刻して

も、'，:;~"Iこ浅 {j.木のそれのカが、Jlf)f.~jlむのそれによk して III[がブえである.之はが1を芯除するかと玉三

ふと、 liI/(止をぬー行せるとと I c'l ってJjJって ü伎は-.M不織となったと去ふととである.然ろに

nrUrJ 15 1F-!C於て l士、例外市: (峻({ヰミ白~j~'Sも係'1& 1土 'l;~"1こIl\ J伐前のそれに比して般が小である。



1吉 9 ミ良 平均韮E径、標準仮差、主~h:~係並立

川前(間伐木|防水 ru1 {'l; �� 1m 伐不 lm 木 間伐前;制木 I ~ iF 木
nn __ I匠 径 (D) 代 m) 15.3! 土0.17 ¥ 1も 37土 0.24 15.87土0.23 18.85土0. 23 1 16 白土0_35 20.19土0.26 12， 99土0.16 12.52土 0.27 13.26土0.20

毛E3和五2村1; 主号lì\{í俗芸室 (ð) 4 .4.1土 0.12 I 3βl 土0.i7 も63土 0.16 3.75土0.161 3.61 土 025 3.35土 0， 19 3.16土0.11 2.9.~士0.17 3.23土0.14

年} |邸側 (v) 29.02士 0.851 265i 土 i 29 29.13士し07 19.88土 0.90! 21 .43土 1 .49 16.57土0 ，88 24.33土0.88 23 .49土 1.40 2.t ， 39土し 10

!l[{へ [江 筏 (D) (Cm) 19.20土0.26 24.33土 0.3.~I 19.87土0.551 25.日土0 ， 3:' 16.10土0.2.! j4.08土 0.4 1 17.57土0.25

竺主01T五f!1株B百r澈 獄中偏差何) 5.74主 0，20 4.78土 0.28 I 5_21 士 0.22 428土 0.2.!1 3.1.;土0.39 I 4.00土0.25 3且92土0 ， 17 4.32士0.29 3.07土 0.17

公ー) r2Ëhí!.係数(\') 29.93士し 12 30 .43土し91 I 24.61 士1. 11 17.58土1. 0.11 15.08土2.02 I 15.59土 1 ， 03 21 ，28土0.95 30.68土2.26 17.，拍士 LOO

話 10 装 平均樹55. 訟lf悼偲2室、主2;;%係!tt

カフマ ヅ (1.) ヒ ノ キ (Ch) 

u 伐前|間伐木 1 !lß1?木 附前[出i 伐木(倒木 川諮 I ru1 伐木 l~ fF木
日目{ 詰I �� (I-I) (m) 12.02士0.121 1 1. 96士 020! 12.06土0_12 会O i 48 土問 16.00土0.111 9.73土 0.09 9.98土 0.15 9.70土 0， 12

昌己和五品禁 t雪~\i包儲主主 (σ) 3.02土 0.08 I 3.18土 0.141 1.5i 土 0.12 )..83土0.031 2.10土0.]4 1.45土 0.08 し89土0.07 1. 85土 0.11 1.92土 003

年} ~泉夜、監 (v) 25.14土0.72 I 26.55土し29129.10士し07 1 1. 77士む.53 I 14.13土 0.97 9.07土0.51 I 19.42士 0.67 19.58士 1042 19.82土 0.90

主ー。十玄紹寺視下銭『3本5 

i 桜花川 (m) 15.18土仙 13恥0.34116.28土0.24 胡 j 寸「ーまzizM土仏
~~神{国主査 ( �) 4.35土0.151 405士 0.241 4.11 士0.17 IA6土0.03 1 1.83土 0231 1.07土 0.071 2.27 土 0.10 I 2， 83土 0.19! 1. 52土 0.09

年} ~b'?:..係数 (v) 27， 05土1.00I 3 1. 07土 1 ， 9ヲ 2.1.35去し07 7.25土0.391 9.79士し241 5.19土0.31 ~ 19.65 土 0.761 25.00土 1.771 l J. 8J 土 0， 69
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Iltのととは H\J伐を自主n せ 5 ととにf立ってDï係はー肘1ÎjÍj""( 3!~たととを(J:1)，j，するものであろ、日1Iち

第引間II lI f10山常時 l士、林相践しく不必のmめに紛沼山I~J~j'tJlI、立~tc iJ，!Jrúíせしむると云ふととを U'}

'j~ とし亡施行せるIiIlf立がi也{慌の'!喜一riti主彩絡を及1'[すととが11'，来なかったものが、共後 10

1r-を~.:E泌するに従ひ、~} 11渇1I\ J伐のj;~'~Hr. !，j:.~十例仰の紛浴山形をーj母!E }!}!C謀者ïITí も i 1;:於て ú![

j占せるが虫JI <比般的制11 き木が第二向I l\lf1O 1乙上って多く f.~ られた*，UJnu'} 1 !同 U\l伐のときとは1文21

lこIi llf止に l、って-1J，Hù.仰がJiïtiてうl'たととを Ij~!，止するものと f&'，めるとと由ql\来むのである。

iii も~:'h!!1係!1!1 v):J;:いさを比'1交して見ると、カラマツのそれは Î;~'I己ヒノキのそれ k り fl!'[古川、で

ある、之はカラマツのコむがヒノキ上りも[iJ唱がJiïiて};[} ?.)ととを示すもの Eある。

~j( ぎにf止;!jiJiTJfi のj 在IT'Hd立I，，':jl己主J しても fすって礼たのである。

今 t('} 10 去を訪問すると õi，ぎ心:1J1k引のととが云へるのである。

i IiI lf.~木山'I<JóJ!:品 j:':il士、町i手JI 5 "1'のヒノキのJJil合を|喰き亡 l士、市1<:11\1f.~前のそれ上りも、

叉悠 fパーのそれ]りも兆の航がノj、である、之t士大郎氏於て IIllfklCI土低き木が f.~ られる一般(lfi r.，J

わるを示して)~}ものである~ I1由1 も昭和15 (，ドピノキの1 1\ 1 fk*v)Jf'J;'iJfül ，újがIiI l伐市JJ、りも.成([水

上りも J:':jいと公.1 とと l士、 Jl:山市作カラマツの下段1<: ~って ~1'jiïJ1 1í: JJ@"kーしめられたとノキ自1I

ちヒノキとして 1j: -~~qJ1J:~:jの)，なるもの由、比絞l'i"JI<: 多< Iiilfk せられたととを示して川むのであ

る. Ilbl)ととはlm平JI 5 '1'-のJI} 合 lこ限りヒノキの成古木山平J(，J品J，:':jが 1 1\1 fkíifjのそれ上りも、 IIIJ伐

オミ心そ A'L上りも札tい~Wljtから児ても iFIかるおとと Eある。

11 も;fg~係1止を lt絞して見ろと~ ffHlTß 5 1FI亡於ては、 ~tの一般傾向を見るととは /PJ来ないが

/fTi羽1 15 1,1' 1こ於て l士、 J市;仕?れlに己 R磁若 fι長付ヰ木ζのモjれLは!山|日川i日Jf伐j主t自市前{立JICζi比l七ニ Lて凡

て樹r:'川白7可"が一l股t正'f討付f討刊f品揃i的Hつて封烈4 る ζ とを示ナものであろe

叉之も照不1I 5 "1'1こ於ては!リ1IIf.(でないが、昭和 15 "1'- 1己於て t士. 1iI1f~木のそれは常 1<: 1 I\ lf1O前及

び成 {i 木のそれ工り大である、之はI l\lfk木として法定一せられたるものの樹r:':j は 1 1\1f ~jìfj及び役作

木のそれにlt して設も不織であると公ふととを示すものである。

羽Iち此のニツ山現!(~は官él こili:f~~.j)型引こ於て日~jÆ;.せるが主JI < 'i:';'fJ]は誌だ不殺なり u:j，mがおí'} 1 

悶I l\lf.~後 10 "1 '11\ 11 こ;1忠J'II[ 11.-られて米たととを示す、ひとつの説明とも比るべきであらう。

~(ぎに也N~ と|払:':j との関係~:r士貸するml亡.二汗vJ!I\]に於ける初日日係'91~及びlnl/，}，J比を求めて

見ると次ぎの第 11 J.之のUiになる心である。

1此七f白)'}，尖之を児ると :;J( 告

1 附和5 主4年lド-心tlH;月~lζb於さ C は i叩明り閃1でなνい、古が、. 町附i手和n 1行5 占今年iドミ河dの〉品幻紡1V[叫河洪L以l己古於士て lは士例夕外トな 〈υi討似問1\則i刊Jj伐k主吟木心J相旧刊l問倒

係盟放k叉は相測上比tは 1市;詰~ïにζ111川11川IJf伐t姉詰鵠t及ぴ成 f仔長付オ木〈叫d山Jそれiに亡U上比k してJ共Eνdのコ自立が小である. ^と l土，*v) j，:\é TJがiili

む 1<:従って、向き祝7.，い、滋l己{止き木1干仰lいと公ふ開係が1iI1f.~ììlj 又 l土建 {r木lこ純であって、1iI1

伐木l己主J しては.上t1主的 lこ ifjf[-eある. j免行ずれば、 I l\lf~木として泌犯せらるるものの'111<:1士、

太い別会iこ低いものや. *111" 、;切 I守に ï(:jいも V.Jがlt絞に多く合まれて来る絞になって予I<iるととを
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ブJ ラマヅ、ヒノ守 Hi\1号付 'þ\~&心成紙 (f主叶正1帯1i1l) 7iJ 

示し亡hせるのである。

ii f~{和 5 .1， 1 山中122 れでは切でないが. II!HII 15 '1ーの紛然IC{i，ÌLIf.カラマツの場合を除きて

l士、三を~*及びヒノキのi七絞Icb~て B ツの紘告せの '1/ 7 ';1 j:詰は浅({寸ミのJ日間比l土lI\1 fl2前又は1If1伐

木の~fl附i七 I りも J~のW.が大であ~) .之l士太き樹統治氏、 I:':j き木根太いと云 $.Il日係 l己於て.残

存水がH~ も;滋Jlil 上〈終JlHされて1dる何i ，"Jib むを示 r と Wiずべきものである. Î(IÎ して共の昭和 5

!rl::v)*li尽に於てとのととがIYjでないのは.やはり前同様第 1 IEJIi[Jf.~ììfH~ぃlI\1i*i打不般の!l1般~~ùï

せられて応た11;め Ic、山 1 悶IliHl2U直行したのみでは的ちに此の!例係を1/品目J!するほ滋賀~~lJが来

なかったのであらふと Jょlはれる。

iii ::Jとめ得た~m品!係数 r と羽1開i七甲と j りi1Ï仰と樹I:':j との11111こも一「る各仰の吻合内向島，lilh紋

の也紋'It (Lincaritl')を求めて J'!' ると次官の11，であろ。

うtづií':~*")II\1 f.Uì白と 1j1tH木と弁々のi[H~;!'liJ; t:検討して見ると，:)(ずのHiである。

附和15 '1'1こ於 11 ﾖ III Jfl2 ìì在

η(守口 I r -rD.IP)=307{0 97!-0.952) = 11 , 8656'> 11 37 

ω(守H 1)~ -d I. n~) = 309(0 88~ -0 , 97~) 間 51 .4.t8S> 11.37 

昨{和 1 15 '1' 1ζ 於けるIliJfJと前

，，(守口Il'… 1 D ，1l~) = 19.1(0 93~-O 9ぴ)=10、 6506く 11 37 

川市1I刊 -dlll')= 19.1(0.95' -0 99') = 15 054.,> II.3� 

自11 ち ilô t1'J る ùtの問中IIのnlX似E方きて、昭和1 5 ，1'の治 H寺 1 r: liさてはi也ï[JiH司I;t"l と J.'{!.め j'J.るものなく

I昭和 15 '1'1ζffi り Ilーツの場合が直線問仰と認め得るものを生じたのである。それで]1Ir: ùl関

係を各+ðlN[i c1;J iき HII 々にl1U~抗して\01.たのである。

昭和 5.t，r，.カラマツ. IliJfl2前

n(1JD,IP-l 1)_ TP) = 122X (0 ， 92~- n. B ，l~) = 17.1776>11 ,37 

11(111[ 1)~-， HJ 戸)おお 122X(08]Z 四 o 79z) =7 90S6<1 1 37 

町ff;1I 5 !rF-.ヒノキ. II\JfJ(前

，，(守口 IP-/D IF) ロ"'187X(076~-072~)=11 070.1<11 ~7 

叫守lI J 戸円Jt D~) = lB7X (O 73~ -0 72:) =2 , 7115<1 L37 

gJlち.'];とねる問;j:ll.の計 X?:IC於て‘ヒノキ i士先奈川知'1ーを満足 L. カラマツ l士共<1'が{出1'1ーを i 出

J[: して店るのむある、自JI ち会林として正if~IC釣する紛糾. W,:':j Ic ft-j" ö泣f引の関係がiJ.Ï~:)jH'l'~すの

ものと記、め継い傾向が貯Bいと去ふとと IC はニツの!前J!;Jがある械に忠ふ. j七一は.ヒノキは';;?IC

此の関係 IC於て直線住を f-1~持して腐るが、カラマツが波紋'I!]; を mj~j>'j"る悦 let~付く .mめに:R)，~;

附litll廷の混胃Hよは与で材、としては.泣佳H針肉、樹尚立E偲の!l\!It: ü'l級官l:が保持されないと去ふtft泉

になって予J~Q と考へらるる場合である.兆二は. j院令ヒノキもカラマツも各J'，'l-1亡 l土芭;fJit.~上を

保持して}苫ても、ニ手干の樹I出ht也f早の31辺Jが誌だし< gl}なむr.t IC. ニ Kを j比治せしめたものが

やはり ùtの関係を保持して照るかどうかと云ふととは白から JJIJの徐討を立与すべきものであると



お11 体主主_ gJ.: M~ 報告 治三十八 Wl

云ふとと 'Ezt) %1 0 

可i和 15 t.F~ カラマツ‘ Hllf'i:前
π(守口 ll' 守 1 D , l P) =ï3(O ， 96~-O 89~) =9 品35 く\ 1 37 

n(守口 D伶-dI， l)!)=73(Q 91~-O 8，\~)=8 9 口5ぐ 1137

昭和 15 !.ド、ヒノキr.OiJi: î] (i

何(守口)l! -,'D 112) = 121 X (0 88~-O.89~) =2 1417く 11.37

n(ヲHD・ -dI D') 目 121 X (O.94z叩 091')=6.7155く 1 1. 3ト

自IJ ち第 1 悶1111伐後約 10 年を絞i品せる後lζ於ては.之を樹Nr1iJ!C分j拝して}~ろときは、品工作

樹j(.:jの関係、が全部DÏ~;.島問的と潟、めqlJ.るが如き材、分の11昨i1討 I!;態 1<:もき化して来たことは大いにμー 11

すべきととであろ.救l亡於て、 11tH主自立の?èH、が?è林としてiむ{明、 tM，:':jのl羽目黒が出*J;~(!"Jのもので

あるとと主 1111僚に示さないととのm(J~H士事ろ前JÆ;世るものの内心共ニ山 11\'j閣にあろと見る ζ と

が IH3I~るのである。

手次〈き.のi川IHf伐1主d後長のE残是什

町限4仰手荊和115 占4年iド'. ?è林、 残{f木
n(甲口Il!!_I D. I-P) = 194X (0 892-0 '?4~) = 17.7510> 11 , 37 

fI (~H D~ …，I! D')=19.!X(0.9ロー 090') 間:l 5114く 1 1- 3l

昭和 15 11 、?è林. y]({木

n(ヲD.H'- ， nIl') = 128x (0 94'吋 0 ， 91勺 =7 1040く 1 1_ 37

，，(平日)l'- ，.D)l')= 128X (0 98'-0 91り =16934.\>1137

自IP" JifJ fJi:施行のiîJ:後鋭的iの関係がJiI}f.'i:î]ÚïC比してーlJf波紋間島，1に主E上ったと認めらるるが虫11

き lJf'l'fはないのである。

次官1<:之を各樹["Tll)ljIζ分解して検討して 1tLたのである。

Ilß前1 5 :::ド、カラマツ、続存木

川(守口 llZ_d))P)=73X (0.79'!-O 862) =6.A':H5く 11 ， 37

n(マ\[日一パ [Dり =73x (080内一 O ， 81~) = L 1753く 11 37 

11日午11 5 1r::、ヒノキ I ?fÆì.-r了木

.(111 Il'叶 D. [l') = 121 X (0 73'-0 77') =0 0726く 1 L37 

n(甲II.D~-drIß) = 121 X (0 63~-O.76'!) =2L8M7> 11 , 37 

11M日 15 11::、カラ mマ九残存木

九(守口H'-，.D ll') =58x (088'-095') =701298く 11 37 

n(が 1. D'-, 1[. D') =58 X (0 87'-0 89') = 2.0-116 ぐ 11 37 

!日[;[[1 15 年、ヒノキ、』宝rFオミ

叫1D. Il'-，D.ll')=70X(O 9戸一0， 982)=1.3650く 1 1. :\7

n(1 1I)戸…， IID') 口 ïOX (O ，97~-O 98'!) = 1.3650 く 11 37 

Qpち昭和 5 11二のヒノキ 1<:於て保f'lエ主制!l'.せ古るものがーツあるが、大関ILbちで残存水はH11伐

前l亡比して、続々世HlJ!lkJ，":jの関係がiUff~a向。晴 Ici丘陵ずるものであるとÄふととが宥Jr~できるの

である、 主数主幻lに亡b於守てE次3火〈き

f公缶林としては臨T祁椛q世E枯樹n:，向Gの倣側Jf係果lは土己立波:立f;í線i似浪制h的守となる古が、1如H きt総;I~込巡勾古をと干有Iするものとはf拘A担1米詰泌gめI難4いが. 之



ノJ ジマヅ、にノヰ ìJl~iiJ l t::i;U~在心成Ul U{Ç-'j~J報告J

刊liJ HtjJJjにして Jfl. j/t，;とき l上、イ十日JFr(Íii Iこ出向附lfii 山1(/.1 1品がl!日出町Jなる村分を川崎して);[r るも

月]

ヒノキ心仏jf百 i'j，なるものは. iúJ'l\l此ri::j心関係のと fJ.むととが IIII-*~ ;λJ九~fi..tれ IL カラマツ、

が也市民的なりと絞め1U る 7; 、 ÝII き ~'j\\:i2lを'Íi'，むカラマツ村、と|司伐のH\iili を千r-I'ろヒノキ材、と上り

組成せられてfAるのぜあるが、市i J;と L て[ぱ:urr;tJJl:î(/)BM係 l士山科~(I"J -0' ある古、如きN'Þlliを干í i'

るものとは認め!:If;\，のである。

包J キの成長獄滋比較カヨマツ、B 

成判定j!]]; せ己主n (オ入試ぬ千j;lt- j]})，'，Î;:を~けたヒノ

ラマツの成長ずるにけないとノキ也、J~のn:泌 rに ll-:GI. J; たも山である~ {tt';って現住IC於て J.::本

JlJ~ ~~ lH.して M}るカラマツのゴ川と F木J!J~ tr: i註して };I;- ~:j ヒノキ !/J :i! ::iti とのIllll こ l工不可分の千1般的

のjlt合があるものと泌めてい、もの山収である、されl工、!;J(Iこ似që木として各倒的二本犯をml

び之を nilf12 しそれ 43 k i)fl}たお代侭li_ll:1!:~[/!~ .j交につき 111:円三ltlf丑が互に如何に 1I日係 L 合つ亡、今

日怒り成長を刊紙して市たかた検討して J.! たのであろ、{{!~Q j L ;U_:ーの給 mとして大に今汚とすペ

き '1日むこ日l泌すぐJ ことを 11Jtよりでμ(1ζ之 t :t5!j.J丈すむとととしたのャEあろ。

?のj.1Q ツの IllBÿ;t ，!):l j 陥を ~lllぞへ n つ。l七山…"1' Íijの 1f-'j命と'1 1心 1: 1) (j)間制tを t!出店 L .それ.1: 1) 

主li1]:.の成1"を x~qn L 、 0.!1 こ之'、，~';j2Kt，]の!H二の 7í， ;)_!}j -f{i-!1Vj í!tJ!1fIÚ~を求めて火示 F るとそれは次ずの第

12 災の:11になるの Eわる。
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82 林 ~f1 以殴殺 f!? 泊三卜 i\ 鋭

火

!1M(Aヒ)ノi キ路(1N3)o島i12(9C品fl~Jヒノl キi日N0i5二7 三石カラ川マツ N)0I(83C) (Aカ)ラ!l σ(Bツ)N|0(1 《72 

:l 17.861 1 19.671 1 19.201 1 IIIA4 

2 I 7 , 62 I 024 I 02801 9.42 I 025 I 0 39.~1 872 ! 048 I 0352: IO-9I! 053 1 0 

15γ.H I 031 I 03321 8 ,95 I 047 I 0 , 3961 826 I 046 I 0360, 10281 063 I 0 

I.j 1 677 1 054 1 03881 851 1 O.j.j 1 04101 801 1 025 1 03621 9801 048 1 0 

13 I 638 I 0 39 I 04701 805 I 0 ,16 1 04761 7 72 I 029 I 03031 9501 030 1 0 

12 159210461050317 , 62104310522173910331026819.1610341-0 

11 152710651044.1170.1 10581051617 ,, 1810211 o 280i 8761040 10 

10 I -177 I 050 I 04321 634 I 070 I 04941 692 I 026 I 0 :1081 8531 023 I 0 

9 I 4 55 I 0 22 I 0 4321 5 93 I 0 .11 I 0 50己 6 凸 1 I O)J I 0 , 30.11 8.351 018 I 0 

8 I -1 22 1 0:13 I 0 .1001 5 58 I 0 35 t 0 4941 6 18 I 0 43 I 0 32ふ 79凸 039 1 0 

7 1 3 76 1 0 .¥6 1 0 3821 5 09 1 0 49 1 0 4781 5 87 1 031 1 0 3121 7 511 0 45 1 0 

6 1327104910.438145710521049215551032103121 7,26102510 

5 128610411'0.16613.95106210叫 5401 536 1 0 19 1 03381 7101 016 1 0 

.j 12361050104601347104810.5701 50� 103110.4341 702100810 

3 1 j 89 1 0 47 1 ﾓ 4201 2 88 1 0 59 1 0 5841 4 49 1 0 56 1 O. �261 6 851 0 17 1 0 

" IJ4610431040己 2 24 10M I 0 4921 2 70 I 0 79 I 0 6481 6 431 0 , 42 1 0 

-15 11171"0291 03MI 16510591045212 ,921078107501 57610 , 6710 

44 108310341031211.4910161042412121080 107641 48010 , 9610. 

43 105410.29102541 J 211028103581 1301082106841 356112,1 II 

~2 103.31021 I 02201 0.761 0451 0 , 2821 0071 0631 05841 2421114 11 

.~ 1 I 0 19 I 0 14 1 0 166! 0 45 1 0 31 1 0 2681 028 1 0.39 ー 138110.~IO

,10 101710.121 -!024!02110明 -1 028 一 07010 ，6810
円 i -1 007 1 -1 0 15 且凹 01521 -一 一 0， 171053

明

今此の11<の (B) j柄及び (C) j時!の放守:から各山111干の泌11:'成長のillI線及び之がIîJ:日Tj;lJ!必p.J今 1111

t駐在 :W: くとそれは1:，('} 11 I品iJl:!ZJ~ 1 , ~(: 2 , Jl: 3 及びJH の殺になるのである， 1児!!I;:ζi問司;f:'羽:j，rt

i場高 12 荻の (B町) 榔附i怜の;数股E弓宇3宇:古か通ら (C) I側問のJ欽i批k工牛L を 5引!いて各!側!JぽJli奴疋のi辿1虫~♂\(， 1ドミ成E炎三μdの)1山日出J ;f.紋J品，~jJ古が;， j~の1îl.W'li

j主11事!f!lJ'P.j!;JI JlI~;f. IC到するおlJ!}J!lkil長針金討して丸るとそれは第 13 炎の級な数字を示L.且之を

闘示すると2.í， 12 I制Ji民共 1 ，共 2 ，共 3 及び夕、 4 のt:i，になるのである。

今ノ主主宇の dIik:Ji主主役此比絞Li悦楽すると次ぎの街々の4J~療が後見せ了られ旦指摘しぬるのであ

る。
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法(，1リkUの !lh~~j~はlìH Hf1正 lこ Jl:~~山IUi'Í~'~ を YÙIこしてW;_J. QJl"l".)カラ γ ツ iこ ib りて l士、 lリ Jifì

43 (.1三上り 45 (，ド自IJ "Al;I!(� 5 (./乃 ?í~ 7 (，1'白 111]1こ於て ;1:; 1 火山初l大 11"( を lf!. L 、}Ji!己 I出;f:n 5 lド前

後日IJ'~j主的 25 年前後IC於て U:; 2 ;J，の担i大fill を呈し亡);!}る、 lúiL て U:; 1 :)(泌 JdÚVY)íがおr:; 2 

oJ(~.li大flli より J~他がプーである。

之IC反して t ノキ l亡 Ijさては、大lE 4 (.!'iう五 6 1J:'自 IJち林陥 12 年乃3I 13 1F.jÌÍJ後 l亡於て百':; 1 

""経大f止を蒸し]!I立大正 14 1/屯IJち林約 20 (.f.前後 iこ於亡!:-í:; 2?)(の制大fíü1: M. L ，ll!に 1I日早!I 8 ~f~ 

,10 
(り~)
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0') 
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RG 朴議長t 段報背 筋三十八出t

英三ブJ ラマツ N，入 83

130時)(I jj!)

諮問カラマツ No. 174 

13 似6)(げ3幻

乃ヨi 10 !tド自11 ち林FH71041-5it後 iこ於て1~~ .3*山制大自立をおするが虫[1き;æ-を別して似る_ 1M して

:込書品三ツの制大似のIj'-elj):大のものはlullIX第 129 ~~ltl z: }kては 1:.í~ 2 =?j~のもの_ lull吃討'~ 57 悦 1<:

bさてはun =)にのもるである。

自H ち之を持:111Jlすれば、カラマツ lこ於て l土林日出 fl\!極めて務き/I!j・N 自11 ち 10 5J'以下iこ於て悩めて

念miなる成長をしてhせるととが特徴でむる、ヒノキ i己決て 1:1:.林l 市 10 "1'以後lζ於て始めて共

の成長i\:I!.E I己 UI~ !JlMも多少の凶j(止あるも凶後カラマツ i己比すれば、上II史的LO凶IUI Il:瓦り )1;の

数を持統して};ì} るヰ!j:n~lJ、ある級である。

ii 前rJ{l c記述せるが如く越年成長山IlhtJil~ 、第 l 弐極大11立を示す時JVJはヒノキはカラマツ i己

ltL Hト乃3i 6 "1γf巡れて来て}l!}る、又カヲ?ツの筋 2 =)，く縦六[止を示一打1寺が昨{和 5 !tlーなる Ic :i'iJ

L ヒノキの~11 .3 ~(:fijg犬IIÙ:を去するが如き~Î.lを示して}i~fる山l土 l問手118 :1 1 ミJ'J五 10 "1γEある、知f ( 

の虫rI (ヒノキが;i.ili:1J:成長のJ-.I己於て Ilh紙上ω極大11[[ を示す/1寺JUJは ';g'lζ カラマツのそれJ:り一定

年J\\Ji!ULて現はれて米て}j!iると公ふlJi.'tflC後込して、若者はi1Hj);fj; j匂 IC於ける此のニ1M邸:の競

争欣態をぬ討して比伐と考へたのである。

%づU， 12 1;;;，11肢を m%/11 lc!~るとと lこ上 1) 亡 ， ~j( き'のととが;z:~へると}J]，、七、 ，1t，~占砂!fû1'1'1勾 1111*良

lこ並立する税i'fllh紋のおrÛJ!lk態は樹脱.JJ:lc}il亡法だおi JrJ. したもの Eあると主24.感じを人lζ拠ふる

ζ とである， ~(ぎにカラ γ ツとヒノキ Cßtのよllsえをして}よると :J \:j，よ ìj1iffJiH己主J-，る江'!~I の附i吊由、

二手j"1L lc多少のヅレ (c51おしてhi る主主1<:見えるのである。

主~IZ:於て、f1~ 12 去カラマツ No. 83 N,2 W目(日)の主úliÜ.と第三|的 (C) の数値とのま，@Ilち

(B)ー (C) 芯X としカラマツ No. 174 の第二nïl (B) の蚊般と第三側 (C) の数似との量生自11 ち

(B)-(C)=y とし次ぎの計算例(銘 14 表) Ic 上り

一Y
7

/
V
'
 

σ， =1平田0.1077



カラマヅ、 1二

γ 口忠4二一ょに~コ十 0.436 土 0.1 01 L n コ 29
nÚIÚ~ 

を千-IJた山ぜある。

お1; 14 ぷ

);y 

0.19 0.29 

0.23 0.14 十 0.09 0.0081 0.35 0.20 十 0.15 0.0225 十 0.0135

0.11 0.16 -0.05 0.0025 0.19 0.20 -001 0.0001 十 0.0005

0.10 0.15 -0.05 0.0025 0.0ヲ 0.19 -0.10 0.0100 十 0.0050

0.16 0.15 十 0.01 0.0001 007 0.17 -0.10 0.0100 -0 “ 0010 

0.17 0.19 -0.02 0.0004 0.23 0.21 十 0.02 0.0004 -00004 

0.23 0.23 0.00 0.0000 0.29 0.31 --0.02 0.0004 0.0000 

0.31 0.25 十 0.06 0.OJ36 0.37 0.39 -0.02 0.0004 -0.0012 

0.27 0.28 -0.01 0.0001 0.61 0.42 十 0.19 00361 -0 0019 

0.25 0.33 -0.08 0.0064 。‘ 46 0.47 -0.01 0.0001 十 00008

0.32 036 -0.04 0.0016 0.35 0.52 -0.17 0.0289 十 0.0068

0.48 0.35 十 0.13 0.0169 0.53 0.49 十 0.04 00016 十 0.0052

0.46 036 十 0.10 0.0100 0.63 0.46 十 0.17 0.0289 十 00170

0.25 0.36 -0.11 0.0121 0.48 0.46 キ002 0.0004 -0.0022 

O.之9 0.31 -0.02 0.0004 0.30 0.43 -0.07 0.0049 十 0.0014

0.33 0.27 十 0.06 0.0036 0.34 0.35 -0.01 。‘ 0001 -0.0006 

0.21 0.28 -0.07 0.0049 0.40 0.29 十 0.11 0.0121 -0.0077 

0.26 0.31 -0.05 0.0025 0.23 0.31 -0.08 0.0064 ・ 十 0.0040

0.31 0.30 十 0.01 0.0001 0.18 。.J今J、 -0.15 '0.0225 0.0015 

0.43 0.33 十 0.10 0.0100 0.39 0.30 十 0.09 0.0081 十 0.0090

0.31 0.31 0.00 0.0000 0.45 0.29 十 0.16 0.0256 0.0000 

0.32 0.31 十 0.01 0.0001 0.25 0.27 -0.02 0.0004 -0.0002 

0.19 0.34 -0.15 0.0225 0.16 0.22 -0.06 0.0036 十 0.0090

0.31 0.43 -0.12 0.0144 。‘ 08 0.22 -014 0.0196 十 0.0168

O. らら 0.53 十 0.03 0.0009 0.17 0.30 -0.13 0.0169 -0.0039 

0.79 0.65 十 0.14 0.0196 0.42 0.46 -0.04 0.0016 -0.0056 

0.78 0.75 十 0.03 0.0009 0.67 0.69 -0.02 0.0004 -0.0006 

0.80 0.76 十 0.04 0.0016 0.96 0.89 十 0.07 0.0049 十 0.0028

0.82 0.68 十 0.14 0.0196 1.24 1.01 十 0.23 0.0529 十 0.0322

0.58 十 0.05 0.0025 1.14 1.01 十 0.13 0.0169 十 0.0065

0.39 1.04 

0.28 0.68 

ヱぷニコ 0.1679 2:v2=0.3367 十 0:1305

"2:/Y= 十 0.1037



カラマジ、ヒノキ 1見'ifj'，HJレ.(，主心 tixhl!. (f:iS-f司刊行廿j 持U

lIfì{iILせるカヲマツがJt心後年JJ のk::J過と共 lこヒノ干のJ:木として成本j，J'.L" き 01供をヒノキ iこ&

1" L結局カラマツ‘ヒノヰ vJiJIii'Hj，を Jr;Ji~ L1~}たる'，'f'li!j‘を lリJIこしたも山である 3

( 2 ) カラマツ.ヒノキ心ilt?百*j， 1こ主J して Tiょ， lli](~1士、作W!H(に 11司ずるとと :j!l~く、飽く迄も

カラマツ、ヒノキ iJtiMj， 1:民ふ不可分V)ïifir~に到して全般1'1'， 1ζ1::](立木をj)'Ij )!."1""きものでめ

る。

( .l ) 本山ììjjj'lc於ける例紛のrLH思l土常 IctMí:':j と悦 J)~なる制限，J日間係を持して腐るとと l士‘向

-)，)i同時5のEヒJi~jMH と i司11<、でおる。

(4) --Ij，分 lこ JJ L I'~IJIU内 lこ将級をi，~~店として選定せる llilf立木を伐採したる}vî ;Wll:íl伐のjt)Jf.

が林分HI)i成のj院に虫!刊líJなる J;~V:~l~を rliL~. るもの Eあるかと公ふととを検討ぜんと欲 L ，面11早+Mr:j

JJ Il IJIこ存ずる判 w日比心んいさをi七校して凡たところ.正H~+J'Ji:jが1目!JlllïE しく;切 1せらるると公

ふQIHミ l己於て袋({休分はIli](12前の材、分 Iclt して-h千良吉村i成則、態lζi~f佑せられてMi ると云ふと

とはj'Mのt:í，である。

( 5) ili'l三成長の劾き l土紛!3f1i} 1とね恨める 1111"，;々 Jlhいて Miるも心である。

(6) J二ヰこたむカラマツと下オミたるヒノーl と 1111 に交]i:! こ:!l:の 1止tとJ!h1m tc ijlL1.くせしめて Jl1i ィ，

ことが統計 nl'Jlc~:liiiîÍull \.51~る総である。

之を ~tずる lこ以上記法した!H を ?;>::AI;i Ú!M せしめてMt;治ずらに、，!~:r;初1T 1 こ;1!!fi!MJ係なる一本 木

心古木として総裁せられたるヒノキとカラマツが成材、ずる l己及んでは似iこ Jiャに，州制係のもので

はない.それは伐にカラマツ.ヒノキのlllUlëとして不可分なる "{f IiQJ'I'~ttlm:であるとヱ、ふ見方山

もとに仰22 し、之を分VJW L 、之主総討す勺ととに]りて、 }j[北地 }j心釦l き花ぅ|ミヒノキ心I!JH本lこ

泌j せざる:r:r.~ι~lこ主JL カラマツ 1c上木としてIllt決すると土〈よ J1+V}j il;tc Y[， !IJずることにJ: 1) て判 1

')::tit:'. iliÇなヒノキ林を成林せしめることがIH米む山 Cわる。

(町付11 16 '1: 8 )J) 
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